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跡
1

両
翼
78
メ
ー
ト
ル 

本
塁
打
を
量
産
し
た
プ
ロ
野
球
の
メ
ッ
カ

 

【
後
楽
園
ス
タ
ヂ
ア
ム
】

王
貞
治
と
長
嶋
茂
雄
の
「
Ｏ
Ｎ
コ
ン
ビ
」
が
躍
動
し
、
プ
ロ
野
球
史
に
燦さ

ん
ぜ
ん然

と
輝
く

Ｖ
９
を
成
し
遂
げ
た
巨
人
が
本
拠
地
と
し
た
後
楽
園
ス
タ
ヂ
ア
ム
。東
京
で
は
上
井
草
、

洲
崎
に
続
く
プ
ロ
野
球
専
用
球
場
と
し
て
、
小
石
川
に
あ
っ
た
砲
兵
工こ

う

廠し
ょ
う

跡
地
に
、

着
工
か
ら
完
成
ま
で
わ
ず
か
５
カ
月
間
の
突
貫
工
事
で
１
９
３
７
年
９
月
に
開
場
し
ま

し
た
。

本
塁
か
ら
両
翼
ま
で
78
メ
ー
ト
ル
、
中
堅
ま
で
１
２
０
・
５
メ
ー
ト
ル
。
１
９
２
４

年
に
開
場
し
た
甲
子
園
球
場
（
両
翼
91
・
４
メ
ー
ト
ル
、
中
堅
１
１
８
・９
メ
ー
ト
ル
）

と
比
べ
る
と
、
両
翼
ま
で
の
距
離
が
13
メ
ー
ト
ル
以
上
も
短
く
作
ら
れ
ま
し
た
。

１
９
３
４
年
に
ベ
ー
ブ
・
ル
ー
ス
一
行
と
と
も
に
来
日
し
た
、
大
リ
ー
グ
選
抜
総
監
督

左翼ポールから左中間方向にアンラッキー・ネットが
張られた
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後楽園スタヂアム

の
コ
ニ
ー
・
マ
ッ
ク
が
「
ヤ
ン
キ
ー
・
ス
タ
ジ
ア
ム
や
そ
の
他
の
米
国
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
は
、
た
い
て
い
左
翼
と
右
翼
が
近
く
な
っ
て
い
て
、
そ
こ
に
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
叩
き

込
め
る
よ
う
に
し
て
あ
る
。
こ
う
い
う
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
構
成
は
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
出

す
ば
か
り
で
は
な
く
、
打
撃
と
ピ
ッ
チ
ン
グ
の
進
歩
に
大
い
に
貢
献
す
る
」
と
、
球

場
建
設
に
対
し
助
言
。
設
計
者
が
そ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
忠
実
に
取
り
入
れ
た
の
で

す
。果

た
し
て
、
戦
前
の
本
塁
打
数
は
、
甲
子
園
の
15
・９
試
合
に
１
本
塁
打
に
対
し
、

後
楽
園
で
は
１
・
７
試
合
に
１
本
塁
打
と
10
倍
近
く
量
産

さ
れ
ま
し
た
。
１
９
４
１
年
に
甲
子
園
で
は
77
試
合
を
行

い
ま
し
た
が
本
塁
打
は
０
。
一
方
、
後
楽
園
で
は
１
７
５

試
合
で
93
本
塁
打
と
、
プ
ロ
野
球
の
醍
醐
味
が
味
わ
え
ま

し
た
。

し
か
し
戦
後
、
打
者
の
技
術
が
向
上
す
る
と
両
翼
78

メ
ー
ト
ル
で
は
球
場
が
狭
過
ぎ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
１
９
４
９
年
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
シ
ー
ル
ズ

（
３
Ａ
）
の
来
日
を
機
に
、
両
翼
ポ
ー
ル
か
ら
左
中
間
、

1937年10月のポスター

1949年頃のスタンド全景
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右
中
間
の
フ
ェ
ン
ス
に
か
け
て
〝 

ア
ン
ラ
ッ
キ
ー
・
ネ
ッ
ト 

〞
を
張
り
、
本
塁
打
を
防
ぎ
ま
し
た
。
さ
ら
に

１
９
５
８
年
に
は
そ
の
ネ
ッ
ト
を
取
り
外
し
、
両
翼
を
12
メ
ー
ト
ル
拡
張
す
る
工
事
を
行
い
90
メ
ー
ト
ル
に
。
開
場
か

ら
22
年
、
よ
う
や
く
他
球
場
並
み
の
広
さ
に
な
り
ま
し
た
。

１
９
４
９
年
は
８
球
団
で
一
リ
ー
グ
で
し
た
が
、
１
９
５
０
年
に
は
二
リ
ー
グ
に
分
立
し
、
球
団
数
は
一
気
に
２
倍

近
い
15
に
。
し
か
し
、
こ
の
時
東
京
で
プ
ロ
野
球
を
開
催
で
き
る
の
は
後
楽
園

し
か
な
く
、
球
場
問
題
に
頭
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。
両
リ
ー
グ
会
長
、
正し

ょ
う

力り
き

松
太
郎
連
盟
総
裁
、
そ
れ
に
球
場
側
も
加
わ
っ
た
話
し
合
い
の
結
果
、
巨
人
、

国
鉄
、
毎
日
、
大
映
、
東
急
の
５
球
団
が
専
用
球
場
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
。

し
た
が
っ
て
日
程
の
ほ
と
ん
ど
を
変
則
ダ
ブ
ル
ヘ
ッ
ダ
ー
で
消
化
し
ま
し
た
。

１
９
５
０
年
に
開
催
し
た
年
間
２
８
８
試
合
（
両
リ
ー
グ
全
体
の
30
％
）、
同

年
７
月
の
月
間
46
試
合
は
永
久
に
破
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
興
行
数
で
し
ょ
う
。

１
９
５
９
年
、
天
覧
試
合
で
の
王
、
長
嶋
初
と
な
る
Ｏ
Ｎ
ア
ベ
ッ
ク
弾
、
王

の
世
界
新
記
録
と
な
る
７
５
６
号
、
公
式
戦
最
後
の
８
６
８
号
も
後
楽
園
で
刻

ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
施
設
整
備
で
は
１
９
７
０
年
に
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
の
電
光

掲
示
化
を
、
１
９
７
６
年
に
は
人
工
芝
の
敷
設
を
日
本
の
野
球
場
と
し
て
初
め

て
実
施
。
１
９
８
７
年
に
51
年
に
及
ぶ
歴
史
に
幕
を
下
ろ
す
ま
で
、
開
催
し
た

跡地にそびえる東京ドームホテル 野球伝来150年を機に「野球の聖地・
名所150選」に認定された
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試
合
数
７
１
６
８
、
本
塁
打
１
万
４
１
６
は
、
ど
ち
ら
も
球
場
別
ラ
ン
キ
ン
グ
の
１
位
で
す
。
試
合
数
２
位
は
甲
子
園

球
場
の
５
２
０
６
で
、そ
の
差
は
２
０
０
０
試
合
近
く
も
あ
り
ま
す
。
近
年
甲
子
園
の
年
間
試
合
数
は
60
強
で
す
か
ら
、

こ
の
先
30
年
は
そ
の
座
を
譲
り
ま
せ
ん
。
プ
ロ
野
球
が
今
日
の
隆
盛
を
迎
え
る
ま
で
に
、
後
楽
園
が
寄
与
し
た
貢
献
度

は
計
り
知
れ
な
い
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

１
９
８
８
年
か
ら
戦
い
の
舞
台
は
隣
に
建
設
さ
れ
た
東
京
ド
ー
ム
へ
移
り
ま
し
た
。
跡
地
に
は
高
層
ホ
テ
ル
が
建
て

ら
れ
、
今
も
変
わ
ら
ぬ
に
ぎ
わ
い
が
続
い
て
い
ま
す
。

（
２
０
１
８
年
５
月
18
日
）

参
考
文
献
：「
後
楽
園
の
25
年
」
後
楽
園
ス
タ
ヂ
ア
ム

写
真
提
供
：
野
球
殿
堂
博
物
館
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工
場
の
敷
地
内
で
開
催
さ
れ
た
広
島
県
初
の
プ
ロ
野
球

【
福
山
三
菱
電
機
球
場
】

１
９
３
６
年
に
公
式
戦
が
始
ま
っ
た
プ
ロ
野
球
。
そ
の
球
音
が
初
め
て
広
島
県
に
響
い

た
の
は
戦
後
で
し
た
。
終
戦
か
ら
３
年
。
１
９
４
８
年
８
月
４
日
、
福
山
市
の
福
山
三
菱

電
機
球
場
で
南
海
対
急
映
の
試
合
が
「
日
本
野
球
中
国
シ
リ
ー
ズ
」
と
し
て
、
地
元
新
聞

社
の
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

三
菱
電
機
福
山
工
場
（
現
福
山
製
作
所
）
の
敷
地
内
に
新
装
さ
れ
た
球
場
に
、
早
朝
５

時
か
ら
野
球
フ
ァ
ン
が
詰
め
掛
け
、
午
前
９
時
に
は
内
外
野
の
ス
タ
ン
ド
が
１
万 

５
０
０
０
人
の
観
衆
で
埋
ま
り
ま
し
た
。
地
元
の
社
会
人
野
球
チ
ー
ム
が
前
座
で
２
試
合

を
行
い
、
プ
ロ
野
球
選
手
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
姿
を
見
せ
た
の
は
午
後
２
時
30
分
。

「
両
チ
ー
ム
の
選
手
が
外
野
か
ら
行
進
を
し
て
入
っ
て
来
ま
し
た
。
み
ん
な
お
尻
が
大

1951年頃の三菱電機福山工場 中央右に見えるのが野球場
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き
く
て
格
好
良
か
っ
た
で
す
ね
」。
ラ
イ
ト
ス
タ
ン
ド
で
観
戦
し
た
、
当
時
中
学
３
年
生
だ
っ
た
沖お

き
と
う藤

誼よ
し
み

さ
ん
（
85
）

の
記
憶
が
よ
み
が
え
り
ま
す
。

南
海
に
は
、
の
ち
に
巨
人
へ
移
籍
し
３
０
０
勝
投
手
と
な
る
別べ

っ
し
ょ所

昭あ
き
ら

、
急
映
に
は
青
バ
ッ
ト
の
大
下
弘
の
姿
が
あ

り
ま
し
た
。
試
合
は
南
海
が
４
対
０
で
勝
利
。
６
回
裏
、南
海
の
３
番
打
者
が
こ
の
試
合
唯
一
の
本
塁
打
を
放
ち
ま
す
。

「
笠
原
（
和
夫
）
と
い
う
左
バ
ッ
タ
ー
の
打
球
が
座
っ
て
い
た
近
く
に
飛
ん
で
来
ま
し
た
。
プ
ロ
の
打
球
の
速
さ
に

は
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
よ
」。
14
歳
の
野
球
少
年
の
脳
裏
に
刻
ま
れ
た
一
打
は
、
70
年
経
っ
て
も
色
あ
せ
ま
せ
ん
。

地
元
球
団
の
広
島
カ
ー
プ
に
と
っ
て
も
忘
れ
ら
れ
な
い
球
場
で
す
。
球
団
創
設
の
１
９
５
０
年
、
１
月
半
ば
に
チ
ー

ム
を
結
成
し
、
広
島
総
合
球
場
で
合
宿
練
習
を
開
始
。
１
カ
月
近
く
厳
寒
の
中
で
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
励
ん
だ
後
、
福
山
へ
移
動
。
２
月
17
日
に
チ
ー
ム
結
成
初
と
な
る
紅
白
戦
を
三

菱
電
機
球
場
で
行
っ
た
の
で
す
。

さ
ら
に
３
月
10
日
に
ペ
ナ
ン
ト
レ
ー
ス
が
始
ま
る
と
、
16
日
に
は
球
団
創
設
５
試
合
目

の
中
日
戦
を
開
催
。
試
合
は
２
対
５
で
敗
れ
ま
し
た
が
、
４
回
裏
に
白
石
勝
巳
が
中
日
の

杉
下
茂
か
ら
レ
フ
ト
ス
タ
ン
ド
に
飛
び
込
む
本
塁
打
。
こ
の
一
打
は
広
島
に
と
っ
て
記
念

の
球
団
第
１
号
ホ
ー
ム
ラ
ン
で
し
た
。
ま
た
、
こ
の
試
合
に
先
発
し
た
の
は
19
歳
の
ル
ー

キ
ー
・
長
谷
川
良
平
投
手
で
し
た
。
身
長
１
６
７
セ
ン
チ
と
野
球
選
手
と
し
て
は
小
柄
な

が
ら
、
黎
明
期
の
広
島
の
エ
ー
ス
と
し
て
活
躍
。
通
算
１
９
７
勝
を
挙
げ
〝 

小
さ
な
大

現在のグラウンド ここで広島県初のプロ野球が行われた
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投
手 

〞
と
呼
ば
れ
た
右
腕
は
、
こ
の
球
場
で
プ
ロ
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
の

で
す
。

地
方
で
開
催
さ
れ
る
プ
ロ
野
球
は
大
半
が
自
治
体
所
有
の
球
場
で
す
。
し
か
し
太
平
洋

戦
争
末
期
、
１
９
４
５
年
８
月
８
日
の
大
空
襲
で
市
街
地
の
８
割
が
焦
土
と
化
し
た
福
山

市
に
は
、
公
設
の
球
場
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
の
が
三
菱

電
機
の
野
球
場
で
し
た
。
民
間
企
業
の
工
場
敷
地
内
で
行
わ
れ
た
プ
ロ
野
球
は
珍
し
く
、

高
岡
鐘
紡
（
富
山
県
）、
富
洲
原
（
三
重
県
）
と
、
福
山
三
菱
電
機
の
３
球
場
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。

１
９
５
０
年
８
月
25
日
に
は
広
島
対
国
鉄
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
前
出
の
沖
藤
さ
ん
は

学
校
を
卒
業
し
て
奇
遇
に
も
三
菱
電
機
に
就
職
。
そ
の
試
合
を
、
休
憩
時
間
に
ラ
イ
ト
ス
タ
ン
ド
後
方
に
あ
っ
た
工
場

か
ら
眺
め
た
そ
う
で
す
。

市
街
地
も
徐
々
に
復
興
を
遂
げ
、
１
９
５
１
年
10
月
に
は
待
望
の
市
民
球
場
が
完
成
。
１
９
５
２
年
以
降
の
プ
ロ
野

球
は
そ
こ
で
行
わ
れ
、
福
山
三
菱
電
機
球
場
で
の
試
合
は
前
記
の
広
島
対
国
鉄
戦
が
最
後
と
な
り
ま
し
た
。
ネ
ッ
ト
裏

の
椅
子
席
ス
タ
ン
ド
や
、
バ
ッ
ク
ス
ク
リ
ー
ン
、
木
製
の
外
野
フ
ェ
ン
ス
は
撤
去
さ
れ
、
か
つ
て
そ
こ
が
プ
ロ
野
球
の

舞
台
と
な
っ
た
面
影
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
70
年
前
の
暑
い
夏
の
日
、
確
か
に
一
リ
ー
グ
の
猛
者
た
ち
が
、
広
島

県
に
初
の
プ
ロ
野
球
の
球
史
を
刻
ん
だ
の
で
す
。

三菱電機福山製作所 この敷地内に野球場がある
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（
２
０
１
８
年
６
月
18
日
）

調
査
協
力
：
三
菱
電
機
株
式
会
社 

福
山
製
作
所

参
考
文
献
：
中
国
新
聞
（
１
９
４
８
年
８
月
５
日
）、「
広
島
東
洋
カ
ー
プ
球
団
史
」
広
島
東
洋
カ
ー
プ

写
真
提
供
：
三
菱
電
機
株
式
会
社 

福
山
製
作
所
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５
球
団
が
キ
ャ
ン
プ
を
張
っ
た 

野
球
王
国
・
愛
媛
の
聖
地　

【
松
山
市
営
球
場
】

「
い
で
湯
と
城
と
文
学
の
ま
ち
」
愛
媛
県
松
山
市
。

松
山
城
が
そ
び
え
る
勝
山
を
中
心
に
栄
え
た
城
下
町

は
、
今
も
市
街
地
を
レ
ト
ロ
な
路
面
電
車
が
走
り
旅

情
を
誘
い
ま
す
。
松
山
市
営
球
場
は
松
山
城
が
あ
る

城
山
公
園
の
一
角
に
あ
り
ま
し
た
。

地
元
企
業
の
寄
付
金
と
、
市
内
に
通
う
学
生
ら
の

勤
労
奉
仕
に
よ
り
「
松
山
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
と
し

て
１
９
４
８
年
７
月
に
完
成
。
同
年
12
月
に
は
巨
人

対
金
星
の
オ
ー
プ
ン
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
巨
人
に

一塁側からは高台にそびえる松山城が望めた（1971年の
日米野球第14戦） ©ベースボール・マガジン社



11

球跡 3
松山市営球場

は
松
山
商
Ｏ
Ｂ
の
千
葉
茂
が
、
金
星
に
は
伊
予
郡
郡ぐ

ん

中ち
ゅ
う

町
（
現
伊
予
市
）
出
身
で
そ
の
年
の
９
月
に
プ
ロ
野
球
初
の

１
０
０
０
試
合
出
場
、
１
０
０
０
安
打
を
達
成
し
た
坪
内
道
則
が
在
籍
。
地
元
ゆ
か
り
の
ス
タ
ー
選
手
の
凱
旋
に
、
初

冬
の
寒
空
に
も
か
か
わ
ら
ず
２
万
人
の
観
衆
が
詰
め
掛
け
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

二
リ
ー
グ
制
に
な
っ
て
球
団
数
が
増
え
る
と
、
温
暖
な
気
候
も
あ
り
、
松
山
市
営
球
場
は
、
春
季
キ
ャ
ン
プ
地
と
し

て
プ
ロ
野
球
を
導
き
ま
し
た
。
１
９
５
０
〜
５
１
年
の
大
映
を
皮
切
り
に
、
１
９
５
９
年
は
大
洋
、
１
９
６
１
〜
６
２

年
は
大
毎
、
１
９
６
５
〜
６
８
年
の
４
年
間
は
中
日
、
１
９
７
４
年
に
は
日
拓
か
ら
球
団
を
譲
り
受
け
た
日
本
ハ
ム
が

キ
ャ
ン
プ
を
張
り
ま
し
た
。
今
で
は
キ
ャ
ン
プ
地
と
い
え
ば
沖
縄
県
で
す
が
、
１
９
６
２
年
に
は
松
山
市
で
の
大
毎
の

ほ
か
、
香
川
県
高
松
市
で
東
映
、
高
知
県
高
知

市
で
阪
神
、
阪
急
と
、
四
国
４
県
の
う
ち
３
県

で
春
季
キ
ャ
ン
プ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

国
鉄
、
巨
人
で
エ
ー
ス
と
し
て
活
躍
し
、
プ

ロ
野
球
最
多
の
４
０
０
勝
を
挙
げ
た
金
田
正ま

さ
い
ち一

投
手
に
と
っ
て
は
、
ほ
ろ
苦
い
想
い
出
が
残
り

ま
す
。
１
９
５
０
年
７
月
、
夏
の
甲
子
園
予
選

に
敗
れ
る
と
高
校
を
中
退
し
17
歳
で
国
鉄
に
入

団
。
８
月
23
日
、
松
山
市
営
球
場
で
の
広
島
戦

400勝投手 金田正一はこの球場でプロの第一歩を踏み
出した

松山城のお濠の中にあった松山市営球場
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で
プ
ロ
入
り
初
登
板
を
果
た
し
ま
し
た
。
５
回

裏
か
ら
リ
リ
ー
フ
す
る
と
、
同
点
で
迎
え
た
９

回
裏
に
２
死
一
・
二
塁
の
ピ
ン
チ
を
招
き
、
阪

田
清
春
に
ラ
イ
ト
前
へ
痛
烈
な
打
球
を
弾
き

返
さ
れ
サ
ヨ
ナ
ラ
負
け
を
喫
し
た
の
で
す
。

デ
ビ
ュ
ー
戦
か
ら
60
余
年
経
っ
た

２
０
１
７
年
夏
。
84
歳
に
な
っ
た
金
田
さ
ん
が

愛
媛
県
新
居
浜
市
で
行
わ
れ
た
親
善
野
球
大

会
で
マ
ウ
ン
ド
に
立
ち
、
マ
イ
ク
を
握
り
ま
し

た
。「
今
か
ら
67
年
前
。
今
で
も
忘
れ
ま
せ
ん
、
初
登
板
が
松
山
球
場
と
い
う
お
城
の
そ
ば
に
あ
っ
た
球
場
で
す
。
９

回
裏
、
広
島
カ
ー
プ
の
、
名
前
も
忘
れ
ま
せ
ん
、
阪
田
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
に
サ
ヨ
ナ
ラ
ヒ
ッ
ト
を
打
た
れ
ま
し
た
」

と
克
明
に
述
懐
し
た
の
で
す
。
通
算
４
０
０
勝
の
ほ
か
、３
６
５
完
投
、５
５
２
６
・
２
投
球
回
、４
４
９
０
奪
三
振
…
。

永
久
不
滅
と
言
わ
れ
る
様
々
な
金
字
塔
は
、
デ
ビ
ュ
ー
戦
で
喫
し
た
痛
恨
の
黒
星
が
糧
と
な
り
打
ち
た
て
ら
れ
た
の
で

す
。開

場
か
ら
40
年
以
上
経
過
し
た
１
９
９
０
年
代
に
な
る
と
、
老
朽
化
に
よ
る
整
備
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
球
場
の
あ
る
城
山
公
園
は
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
文
化
財
保
護
の
観
点
か
ら
改
修
も
ま
ま
な
り
ま
せ
ん
。

ホームベース、バッターボックス等が当時の場所に再現
されている

坊っちゃんスタジアムに移設された「松山市営球場」の
銘板
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球跡 3
松山市営球場

そ
こ
で
松
山
市
は
市
営
球
場
の
中
央
公
園
計
画
区
域
（
市
坪
西
町
）
へ
の
移
転
を
決
定
。
完
成
し
た
の
が
松
山
中
央
公

園
野
球
場
（
坊
っ
ち
ゃ
ん
ス
タ
ジ
ア
ム
、
２
０
０
０
年
開
場
）
で
す
。
そ
の
正
面
玄
関
の
脇
に
は
、
か
つ
て
市
営
球
場

に
設
置
さ
れ
て
い
た
「
松
山
市
営
球
場
」
の
銘
板
が
移
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
営
球
場
は
２
０
０
３
年
５
月
に
閉
場
し
、
翌
２
０
０
４
年
に
は
ス
タ
ン
ド
等
の
施
設
も
撤
去
。
隣
接
し
て
い
た
競

輪
場
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
も
な
く
な
り
、
跡
地
は
広
大
な
更
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
１
年
秋
に
は
、
野
球
王
国
・

愛
媛
の
礎
を
築
い
た
市
営
球
場
の
歴
史
を
後
世
に
伝
え
よ
う
と
、
投
手
板
、
ホ
ー
ム
ベ
ー
ス
、
バ
ッ
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を

当
時
の
場
所
に
再
現
。
解
説
板
も
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

４
月
下
旬
、
う
ら
ら
か
な
春
の
昼
下
が
り
。
近
く
の
専
門
学
校
に
通
う
若
者
た
ち
が
、
昼
休
み
に
上
着
を
脱
い
で

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
か
つ
て
の
愛
媛
県
の
野
球
の
聖
地
は
、
市
民
の
憩
い
の
広
場
と
な
っ
て
い

ま
す
。

（
２
０
１
８
年
７
月
20
日
）

調
査
協
力
：
松
山
市
総
合
政
策
部

参
考
文
献
：「
愛
媛
の
野
球
１
０
０
年
史
」
愛
媛
新
聞
社

写
真
提
供
：
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
マ
ガ
ジ
ン
社
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球
跡
4

跡
地
に
立
つ
中
学
校
か
ら
ノ
ー
ヒ
ッ
タ
ー
が
誕
生【

中
津
市
営
球
場
】

景
勝
地
の
耶や

ば馬
溪け

い

が
観
光
地
と
し
て
に
ぎ
わ
う
大
分
県
中
津
市
。
そ
の
市
街
地
の
中
央

に
あ
る
Ｊ
Ｒ
中
津
駅
か
ら
徒
歩
10
分
ほ
ど
の
場
所
に
、
中
津
市
営
球
場
が
あ
り
ま
し
た
。

１
９
５
０
年
秋
に
開
場
。
公
式
戦
開
催
は
わ
ず
か
８
試
合
（
セ
５
、
パ
３
）。
１
９
５
４

年
に
は
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
の
前
身
で
あ
る
大
洋
松
竹
が
開
幕
戦
を
主
催
し
て
い
ま

す
（
４
月
３
日
、
対
阪
神
戦
）。
昨
今
の
開
幕
戦
は
華
や
い
だ
雰
囲
気
の
中
で
行
わ
れ
、

ス
タ
ン
ド
も
満
員
の
観
衆
で
埋
ま
り
ま
す
が
、
こ
の
日
の
観
衆
は
わ
ず
か
６
０
０
０
人
。

プ
ロ
野
球
は
１
９
５
２
年
に
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
制
が
確
立
し
ま
し
た
が
、
当
初
は
球
場
問

題
も
あ
り
開
幕
戦
の
地
方
開
催
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
試
合
で
生
涯
唯
一
の
ヒ
ッ
ト
を
記
録
し
た
の
は
阪
神
の
岡
田
功
内
野
手
で
す
。

1950年、開場当時の中津市営球場
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球跡 4
中津市営球場

１
９
５
０
年
に
尼
崎
工
業
か
ら
入
団
。
５
年
目
で
開
幕
一
軍
切
符
を
手
に
し
た
22
歳
は
、
９
回
表
１
死
三
塁
の
場
面
で

代
打
起
用
さ
れ
る
と
、
洋
松
の
権
藤
正
利
投
手
か
ら
三
遊
間
を
破
る
左
前
安
打
。
プ
ロ
通
算
４
打
席
目
で
放
っ
た
記
念

の
一
打
に
は
、
初
打
点
も
付
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
再
び
バ
ッ
ト
か
ら
快
音
を
響
か
せ
る
こ
と
は
で
き
ず
、

翌
年
退
団
。
１
９
５
７
年
か
ら
セ
・
リ
ー
グ
審
判
に
転
じ
る
と
、
36
年
間
で
歴
代
最
多
の
３
９
０
２
試
合
に
出
場
。
日

本
シ
リ
ー
ズ
に
は
13
年
連
続
を
含
む
21
回
出
場
し
、
審
判
員
と
し
て
そ
の
名
を
球
史
に
刻
み
ま
し
た
。

中
津
市
営
球
場
で
の
公
式
戦
開
催
は
こ
の
試
合
が
最
後
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
オ
ー
プ
ン
戦
は
そ
の
後
も
行
わ

れ
ま
し
た
。
１
９
７
０
年
３
月
に
は
「
稲
尾
監
督
就
任
記
念
」
と
し
て
、
弱
冠
32
歳
で
西
鉄
の
監
督
に
就
任
し
た
地
元

大
分
県
別
府
市
出
身
の
稲
尾
和
久
を
招
き

西
鉄
対
中
日
戦
を
開
催
。
１
９
７
０
年
代

の
半
ば
ま
で
、
阪
神
が
３
度
春
季
オ
ー
プ

ン
戦
を
行
っ
た
記
録
も
残
っ
て
い
ま
す
。

球
場
が
閉
鎖
さ
れ
る
と
、
立
地
の
良
さ

も
あ
り
１
９
８
３
年
８
月
に
市
立
豊ほ

う
よ
う陽
中

学
校
が
移
転
し
て
来
ま
し
た
。
校
庭
の
縁

に
は
ラ
イ
ト
か
ら
セ
ン
タ
ー
に
か
け
て
右

中
間
の
膨
ら
み
が
当
時
の
ま
ま
残
さ
れ
て

球場跡地に立つ中津市立豊陽中学校

中津市営球場で開催されたプロ野球の入場券
写真提供：野球チケット博物館
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い
て
、
か
つ
て
こ
こ
が
野
球
場
で
あ
っ
た
こ
と
を
偲

ば
せ
ま
す
。

開
校
か
ら
20
年
近
く
経
っ
た
２
０
０
０
年
春
。
桜

の
花
が
咲
き
誇
る
中
、
他
の
新
入
生
よ
り
一
回
り
立

派
な
体
格
を
し
た
一
人
の
生
徒
が
校
門
を
く
ぐ
り

ま
し
た
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
父
親
は
大
相
撲
で
幕

内
を
７
場
所
勤
め
た
元
関
取
。
軟
式
野
球
部
に
入
部

し
投
手
を
任
さ
れ
た
少
年
は
、
父
親
直
伝
の
四し

こ股
を

毎
日
踏
ん
で
下
半
身
を
強
化
し
た
そ
う
で
す
。
努
力

の
甲
斐
あ
っ
て
、
エ
ー
ス
と
な
っ
た
３
年
生
の
時
に
は
大
分
県
大
会
で
優
勝
。
創
部
初
の
九
州
大
会
出
場
に
貢
献
し
ま

し
た
。
現
在
、
巨
人
で
活
躍
す
る
山
口
俊
投
手
で
す
。

山
口
は
そ
の
後
、
進
学
し
た
柳
ヶ
浦
高
校
で
１
年
と
３
年
の
夏
に
甲
子
園
に
出
場
。
２
０
０
５
年
の
ド
ラ
フ
ト
会
議

で
横
浜
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
か
ら
１
位
指
名
さ
れ
ま
し
た
。球
場
跡
地
が
中
学
校
と
な
り
、そ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
白
球
を
追
っ

た
選
手
が
、
か
つ
て
そ
こ
で
開
幕
戦
を
行
な
っ
た
チ
ー
ム
に
入
団
す
る
…
。
絵
に
描
い
た
よ
う
な
ス
ト
ー
リ
ー
が
、
こ

こ
に
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
山
口
投
手
が
２
０
１
８
年
７
月
27
日
の
中
日
戦
で
史
上
79
人
目
、
90
度
目
の
ノ
ー
ヒ
ッ
ト
ノ
ー
ラ
ン
を
演
じ
た

校庭の縁には野球場だった形跡が残されている

中津市立豊陽中学校の校庭
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球跡 4
中津市営球場

こ
と
は
、
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
大
分
県
出
身
の
投
手
と
し
て
は
１
９
７
３
年
の
高
橋
直
樹
（
日
拓
）
以
来
、

45
年
ぶ
り
２
人
目
の
快
挙
。
そ
れ
は
同
時
に
、
球
場
跡
地
に
立
つ
中
学
校
か
ら
ノ
ー
ヒ
ッ
タ
ー
の
誕
生
で
も
あ
り
ま
し

た
。

（
２
０
１
８
年
８
月
24
日
）

調
査
協
力
：
中
津
市
教
育
委
員
会
、
中
津
市
立
豊
陽
中
学
校

写
真
提
供
：
中
津
市
教
育
委
員
会
、
野
球
チ
ケ
ッ
ト
博
物
館
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球
跡
5

紅
顔
の
美
少
年
・
大
田
垣
喜
夫 

母
校
で
凱
旋
登
板

【
尾
道
西
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
】

仮
設
の
内
野
ス
タ
ン
ド
に
、
荒
縄
が
フ
ェ
ン
ス
代
わ
り
に
境
界
線
と
し
て
張
ら
れ
た

外
野
。
レ
フ
ト
後
方
に
広
が
る
海
を
、
漁
船
が
ポ
ン
、
ポ
ン
、
ポ
ン
と
エ
ン
ジ
ン
音
を

立
て
な
が
ら
過
ぎ
去
っ
て
行
く

―
。
１
９
５
０
年
５
月
21
日
、
広
島
県
尾
道
市
で
初

め
て
行
わ
れ
た
プ
ロ
野
球
公
式
戦
、
広
島
対
大
洋
４
回
戦
の
会
場
は
尾
道
西
高
校
（
現

尾
道
商
業
高
校
）
の
校
内
に
あ
る
海
岸
に
面
し
た
「
校
庭
」
で
し
た
。

専
用
野
球
場
で
は
な
い
の
で
、
整
備
は
万
全
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ス
コ
ア
カ
ー
ド
の

球
場
状
態
を
記
す
欄
に
は
「
不
良
、
固
い
」
と
あ
り
、
翌
日
の
ス
ポ
ー
ツ
紙
も
「
校
庭

で
あ
る
た
め
地
面
が
固
く
、
凹
凸
が
多
く
、
野
手
を
困
ら
せ
た
」
と
報
じ
て
い
ま
す
。

加
え
て
、戦
争
末
期
に
は
陸
軍
が
同
校
に
入
っ
て
き
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
一
部
を
畑
に
し
、

1958年の尾道商業。中央の校庭でプロ野球が行われた
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球跡 5
尾道西高校グラウンド

豚
を
飼
っ
て
い
た
た
め
、
畑
が
あ
っ
た
右
中
間
後
方
は
そ
の
名
残
で
雑
草
が
生
い
茂
っ
て
い
ま
し
た
。

２
回
裏
、
１
死
一
・
二
塁
で
広
島
の
９
番
・
松
川
博ひ

ろ

璽じ

の
放
っ
た
打
球
は
右
中
間
を
ラ
イ
ナ
ー
で
破
り
、
そ
の
校
庭

端
の
草
む
ら
へ
転
が
り
込
み
ま
す
。
大
洋
の
外
野
手
二
人
が
ボ
ー
ル
を
捜
し
て
い
る
間
に
、塁
上
の
走
者
は
も
ち
ろ
ん
、

打
者
走
者
の
松
川
も
生
還
し
た
ラ
ン
ニ
ン
グ
ホ
ー
ム
ラ
ン
は
〝 

ジ
ャ
ン
グ
ル
ホ
ー
ム
ラ
ン 

〞
と
し
て
語
り
継
が
れ
て

い
ま
す
。
松
川
選
手
に
と
っ
て
、
こ
れ
が
生
涯
唯
一
の
本
塁
打
で
し
た
。

「
校
庭
で
の
プ
ロ
野
球
」
に
よ
り
母
校
で
プ
レ
ー
す
る
機
会
を
得
た
選
手
が
い
ま
す
。
尾
道
西
高
校
か
ら
１
９
５
２

年
に
広
島
に
入
団
し
た
大お

お

田た

垣が
き

（
１
９
５
７
年
か
ら
「
備
前
」
姓
）
喜
夫
投
手
で
す
。
高
卒
ル
ー
キ
ー
な
が
ら
、
紅
白

戦
で
好
投
し
開
幕
戦
の
マ
ウ
ン
ド
を
託
さ
れ
た
期
待
の
右
腕
は
、
同
年
７
月
23
日
に
母
校

で
行
わ
れ
た
対
阪
神
12
回
戦
の
先
発
マ
ウ
ン
ド
に
立
っ
た
の
で
す
。

詰
め
掛
け
た
２
５
０
０
人
の
観
衆
の
目
は
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト
か
ら
〝 

バ
ン
ビ 

〞
の
愛

称
で
呼
ば
れ
た
紅
顔
の
美
少
年
に
注
が
れ
ま
す
。
そ
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
大
田
垣
は

慣
れ
親
し
ん
だ
マ
ウ
ン
ド
で
躍
動
。
味
方
が
序
盤
に
２
点
を
リ
ー
ド
す
る
と
、
阪
神
打
線

を
７
回
ま
で
被
安
打
２
、
無
失
点
に
抑
え
ま
す
。
し
か
し
、
８
回
２
死
か
ら
四
球
を
挟
み

３
連
打
を
浴
び
５
失
点
。
２
対
５
で
敗
れ
、
負
け
投
手
と
な
り
ま
し
た
。

リ
ベ
ン
ジ
の
機
会
は
翌
年
４
月
１
日
の
洋
松
２
回
戦
で
し
た
。
こ
の
日
も
先
発
マ
ウ
ン

ド
に
上
が
る
と
、
４
回
ま
で
無
失
点
の
好
投
。
そ
の
裏
、
広
島
・
白
石
勝
巳
が
放
っ
た
右

現在の尾道商業グラウンド
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中
間
へ
の
飛
球
は
、
フ
ェ
ン
ス
代
わ
り
に
境
界
線
と
し
て
張
ら
れ
た
荒
縄
を
す
れ
す
れ

に
越
え
、
一
塁
塁
審
の
筒
井
修
は
本
塁
打
と
判
定
。
こ
れ
に
対
し
、
洋
松
の
小
西
得
郎

監
督
は
「
観
客
が
縄
を
引
き
下
げ
た
の
で
ホ
ー
ム
ラ
ン
で
は
な
い
」
と
抗
議
を
し
ま
し

た
が
聞
き
入
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
後
、「
縄
に
手
を
触
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
再

三
場
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
さ
れ
た
と
い
う
微
妙
な
一
打
は
、
フ
ァ
ン
が
協
力
し
て
生
ま
れ

た
〝 

縄
ホ
ー
ム
ラ
ン 
〞
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
塁
打
で
１
点
を
先
制
し
て
も
ら
っ
た
大
田
垣
で
し
た
が
、
７
回
に
洋
松
の
藤
井
勇

に
同
点
打
を
許
す
と
降
板
。
そ
の
藤
井
を
リ
リ
ー
フ
投
手
が
生
還
さ
せ
２
失
点
。
結
局

こ
れ
が
決
勝
点
と
な
り
１
対
２
で
惜
敗
し
、不
運
に
も
２
年
連
続
母
校
で
敗
戦
投
手
に
。

故
郷
な
ら
ぬ
「
母
校
へ
錦
」
を
飾
っ
た
凱
旋
登
板
は
、
ほ
ろ
苦
い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

白
石
の
〝 

縄
ホ
ー
ム
ラ
ン 

〞
が
契
機
と
な
り
、
セ
・
リ
ー
グ
鈴
木
龍
二
会
長
は
全
球
団
に
規
格
外
の
球
場
を
使
用

し
な
い
よ
う
警
告
を
出
し
ま
す
。校
庭
で
の
プ
ロ
野
球
は
こ
の
尾
道
西
高
校
で
の
試
合
が
最
後
に
な
り
ま
し
た
。二
リ
ー

グ
分
立
直
後
の
球
場
不
足
を
象
徴
す
る
試
合
は
５
校
で
合
計
８
試
合
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
母
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
プ

レ
ー
し
た
の
は
８
５
０
０
人
を
超
す
プ
ロ
野
球
選
手
の
中
で
も
、
大
田
垣
を
含
め
尾
道
西
高
出
身
の
３
人
し
か
い
な
い

貴
重
な
記
録
で
す
。

１
８
８
８
年
に
「
公
立
尾
道
商
業
学
校
」
と
し
て
開
校
し
、
数
度
の
改
称
と
移
転
を
経
て
、
２
０
１
８
年
10
月
に
節

商業高校としては県内最古となる創立130周年を迎えた
広島県立尾道商業高等学校
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球跡 5
尾道西高校グラウンド

目
の
１
３
０
周
年
を
迎
え
る
広
島
県
最
古
の
商
業
の
伝
統
校
。
プ
ロ
野
球
を
３
試
合
行
っ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
今
も
尾

道
商
業
の
校
内
に
あ
り
、
大
田
垣
の
後
輩
部
員
た
ち
が
甲
子
園
出
場
を
目
指
し
て
白
球
を
追
っ
て
い
ま
す
。

（
２
０
１
８
年
９
月
21
日
）

調
査
協
力
：
広
島
県
立
尾
道
商
業
高
等
学
校

参
考
文
献
：「
広
島
東
洋
カ
ー
プ
球
団
史
」
広
島
東
洋
カ
ー
プ
、「PEACE CARP TIM

ES

」
中
国
新
聞
社

写
真
提
供
：
広
島
県
立
尾
道
商
業
高
等
学
校
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球
跡
6

西
鉄
黄
金
時
代
の
「
野
武
士
軍
団
」
が
躍
動
し
た
舞
台

【
平
和
台
野
球
場
】

福
岡
市
の
繁
華
街
・
天
神
か
ら
徒
歩
10
分
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
あ
る
舞
鶴
公
園
。
福
岡
城

址
で
も
あ
る
こ
の
場
所
は
、
春
に
は
18
種
類
、
１
０
０
０
本
を
越
す
桜
が
花
を
咲
き
誇
る

名
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
和
台
野
球
場
は
そ
の
一
角
に
あ
り
ま
し
た
。

完
成
は
戦
後
の
１
９
４
９
年
12
月
。
前
年
、
同
地
で
第
３
回
国
民
体
育
大
会
が
開
催
さ

れ
た
際
に
建
設
さ
れ
た
球
技
場
を
造
り
替
え
ま
し
た
。
プ
ロ
野
球
初
開
催
は
二
リ
ー
グ
に

分
立
し
た
１
９
５
０
年
の
セ
・
リ
ー
グ
開
幕
戦
（
３
月
10
日
。
西
日
本
対
広
島
、
松
竹
対

巨
人
の
変
則
ダ
ブ
ル
ヘ
ッ
ダ
ー
）。
セ
・
リ
ー
グ
は
九
州
の
地
で
産
声
を
上
げ
た
の
で
し

た
（
山
口
県
の
下
関
球
場
で
も
同
時
開
催
）。
翌
年
に
西
鉄
と
合
併
す
る
こ
と
に
な
る
西

日
本
パ
イ
レ
ー
ツ
が
、
福
岡
市
内
に
球
団
事
務
所
を
構
え
た
こ
と
も
あ
り
、
開
幕
戦
の
球

ラッキーゾーンがあった時代の平和台野球場
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球跡 6
平和台野球場

場
と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
「
平
和
台
と
言
え
ば
西
鉄
ラ
イ
オ
ン
ズ
」
で
す
。
西
鉄
黄
金
期
の
歴
史
は
こ
こ
で
刻
ま
れ
ま
し
た
。

１
９
５
４
年
に
初
優
勝
を
飾
る
と
、
中
西
太
、
豊
田
泰
光
、
大
下
弘
、
稲
尾
和
久
ら
を
擁
し
た
チ
ー
ム
は
１
９
５
６
年

か
ら
１
９
５
８
年
ま
で
リ
ー
グ
３
連
覇
。
日
本
シ
リ
ー
ズ
で
も
セ
・
リ
ー
グ
覇
者
の
巨
人
を
下
し
、
３
年
連
続
の
日
本

一
を
達
成
。
ス
マ
ー
ト
な
宿
敵
を
相
手
に
、
荒
々
し
く
立
ち
向
か
う
選
手
た
ち
は
ま
さ
し
く
〝 

野
武
士 

〞
に
見
え
、

そ
の
豪
放
、
豪
快
な
姿
は
平
和
台
の
ス
タ
ン
ド
を
埋
め
た
フ
ァ
ン
を
熱
く
さ
せ
ま
し
た
。

今
も
語
り
継
が
れ
る
伝
説
の
本
塁
打
が
あ
り
ま
す
。
西
鉄
の
中
西
太
内
野
手
が
、
入
団
２
年
目
の
１
９
５
３
年
８
月

29
日
の
大
映
戦
で
林
義
一
投
手
か
ら
放
っ
た

本
塁
打
は
、
遊
撃
手
が
ジ
ャ
ン
プ
し
て
キ
ャ
ッ

チ
し
よ
う
と
し
た
打
球
が
場
外
に
消
え
た
と

言
わ
れ
、「
１
６
０
メ
ー
ト
ル
は
飛
ん
だ
」
と

言
う
関
係
者
も
い
る
日
本
最
長
飛
距
離
の
一

打
で
し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｂ
（
日
本
野
球
機
構
）
に
残

る
ス
コ
ア
カ
ー
ド
の
雑
記
欄
に
も
「
バ
ッ
ク
ス

ク
リ
ー
ン
を
越
す
場
外
ホ
ー
ム
ラ
ン
」
と
あ
り
、

担
当
の
公
式
記
録
員
は
推
定
飛
距
離
を

1949年の完成時は木造建築でスタンド全体が低い設計
だった（1953年） © ベースボール・マガジン社

舞鶴公園入口にある記念碑
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「
４
８
０
フ
ィ
ー
ト
（
１
４
６
メ
ー
ト
ル
）」
と
記
し
て
い
ま
す
。

中
西
さ
ん
は
「
手
応
え
は
十
分
だ
っ
た
が
、
角
度
が
少
し
な

か
っ
た
ん
で
一
塁
に
全
力
疾
走
し
た
か
ら
打
球
を
見
て
な
い
ん

や
。
自
慢
話
を
す
る
に
も
ネ
タ
が
な
い
ん
だ
よ
」
と
ス
ポ
ー
ツ

雑
誌
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
苦
笑
い
で
答
え
て
い
ま
す
が
、
ホ
ー

ム
ラ
ン
の
飛
距
離
の
大
半
が
３
０
０
フ
ィ
ー
ト
台
だ
っ
た
時
代

に
、
群
を
抜
く
一
発
だ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
よ
う
で
す
。

そ
の
中
西
の
１
９
６
９
年
の
現
役
最
終
打
席
も
見
届
け
た

田
北
昌
史
さ
ん
（
62
）
は
、
小
学
校
１
年
生
の
時
に
見
た

１
９
６
３
年
の
日
本
シ
リ
ー
ズ
第
２
戦
を
皮
切
り
に
、３
０
０
試
合
以
上
の
西
鉄
戦
を
平
和
台
で
観
戦
し
ま
し
た
。「
ぶ

ら
ぶ
ら
歩
い
て
行
け
て
、
気
軽
に
入
れ
る
球
場
で
し
た
。
雨
上
が
り
の
ナ
イ
タ
ー
は
格
別
に
美
し
か
っ
た
」
と
子
供
の

頃
の
牧
歌
的
風
景
が
蘇
り
ま
す
。「
ラ
イ
ト
ス
タ
ン
ド
下
の
ト
イ
レ
に
入
っ
た
ら
隣
に
加
藤
初は

じ
め

投
手
が
来
て
、
一
緒
に

用
を
足
し
ま
し
た
。
西
鉄
の
選
手
の
中
で
ス
タ
ー
は
一
握
り
で
、
み
ん
な
隣
の
お
兄
さ
ん
の
よ
う
な
感
じ
で
し
た
ね
」。

今
で
は
あ
り
得
な
い
選
手
と
の
距
離
感
は
、
昭
和
の
時
代
な
ら
で
は
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。

フ
ァ
ン
に
愛
さ
れ
た
ラ
イ
オ
ン
ズ
で
し
た
が
、
１
９
７
９
年
に
西
武
に
買
収
さ
れ
埼
玉
県
へ
。
以
降
、
ダ
イ
エ
ー
が

福
岡
へ
移
転
し
て
来
る
ま
で
の
10
年
間
、
九
州
か
ら
プ
ロ
野
球
の
球
団
が
消
え
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
平
和
台
は
、
そ
の

外野席だった場所の外周石垣

1960年３月に行われた大下弘引退試合のチケット
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球跡 6
平和台野球場

間
も
年
間
20
試
合
以
上
を
開
催
し
、
プ
ロ
野
球
の
灯
り
を
と
も
し
続
け
ま
し
た
。

１
９
８
９
年
か
ら
は
ダ
イ
エ
ー
の
本
拠
地
に
な
り
ま
し
た
が
、
１
９
９
３
年
に
福
岡
ド
ー

ム
が
完
成
す
る
と
そ
の
役
目
を
終
え
ま
す
。
さ
ら
に
外
野
席
付
近
で
平
安
時
代
の
迎
賓
館

で
あ
る
「
鴻こ

う
ろ臚
館
」
の
遺
構
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
１
９
９
７
年
に
閉
鎖
と
な
り

ま
し
た
。

外
野
ス
タ
ン
ド
や
外
壁
の
一
部
は
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
２
０
０
５
年
３
月
の
福
岡

県
西
方
沖
地
震
に
よ
り
崩
落
の
危
険
性
が
生
じ
た
た
め
解
体
撤
去
。
外
野
席
だ
っ
た
場
所

に
残
る
外
周
石
垣
が
球
場
を
示
す
唯
一
の
形
跡
で
、
更
地
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
結
成
当

時
、〝 
九
州
の
田
舎
軍
団 

〞
と
も
揶
揄
さ
れ
た
ラ
イ
オ
ン
ズ
が
、
日
本
一
強
い
〝 

野
武

士
軍
団 

〞
と
呼
ば
れ
る
ま
で
に
変
貌
を
遂
げ
た
舞
台
に
は
、
緩
や
か
な
時
間
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。

（
２
０
１
８
年
10
月
19
日
）

調
査
協
力
：
田
北
昌
史
さ
ん

参
考
文
献
：「
プ
ロ
野
球
セ
・
パ
誕
生
60
年
」
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
マ
ガ
ジ
ン
社

写
真
提
供
：
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
マ
ガ
ジ
ン
社
、
野
球
チ
ケ
ッ
ト
博
物
館
、
野
球
殿
堂
博
物
館

緑の更地が広がる平和台野球場の跡地
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球
跡
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フ
ィ
ギ
ュ
ア
の
聖
地
に
刻
ま
れ
た
「
フ
ィ
ー
ル
ド
・
オ
ブ
・
ド
リ
ー
ム
ス
」

【
大
須
球
場
】

大
須
観
音
で
知
ら
れ
る
名
古
屋
市
中
区
の
大
須
地
区
は
、
古
く
か
ら
門
前
町
と
し
て

栄
え
て
来
ま
し
た
。
市
営
地
下
鉄
鶴
舞
線
・
大
須
観
音
駅
の
近
く
に
、
伊
藤
み
ど
り
さ

ん
や
浅
田
真
央
さ
ん
な
ど
、
世
界
的
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
選
手
が
巣
立
っ
た
名
古
屋

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
大
須
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
）
が
あ
り
ま
す
。
か
つ
て
こ
の
地
に
は
、

個
人
が
建
造
し
た
大
須
球
場
が
あ
り
ま
し
た
。

戦
災
を
受
け
た
寺
院
か
ら
、
そ
の
一
帯
の
土
地
約
４
０
０
０
坪
を
購
入
し
た
高
島
三

治
さ
ん
が
、
焼
け
野
原
で
草
野
球
に
興
じ
る
人
々
を
見
て
一
念
発
起
。
終
戦
２
年
後
の

１
９
４
７
年
12
月
に
、
両
翼
93
メ
ー
ト
ル
、
中
堅
１
１
２
・
９
メ
ー
ト
ル
と
プ
ロ
野
球

も
開
催
で
き
る
規
模
の
球
場
を
造
り
ま
し
た
。「
周
り
に
は
ま
だ
バ
ラ
ッ
ク
や
闇
市
な

左中間に広告看板もあった大須球場。その奥には鐘楼の
屋根が見える
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球跡 7
大須球場

ん
か
も
あ
っ
て
ね
。
そ
ん
な
時
期
に
よ
く
個
人
で
野
球
場
な
ん
て
も
の
を
造
っ
た
よ
」。
三
治
さ
ん
の
長
男
で
、
今
も

大
須
に
暮
ら
す
次
郎
さ
ん
（
85
）
が
70
年
前
の
情
景
に
思
い
を
巡
ら
せ
ま
す
。

「
４
０
０
０
坪
と
言
っ
て
も
、
そ
の
一
角
に
は
二
子
山
古
墳
（
全
長
１
３
８
メ
ー
ト
ル
）
が
あ
っ

た
し
、
寺
院
の
鐘
楼
も
焼
け
残
っ
て
い
て
球
場
設
計
に
制
約
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
両
翼
か
ら

中
堅
に
か
け
て
の
膨
ら
み
が
少
な
く
、
外
野
は
狭
か
っ
た
。
ホ
ー
ム
ラ
ン
が
た
く
さ
ん
出
ま
し
た

よ
」。
次
郎
さ
ん
の
言
葉
を
裏
付
け
る
試
合
が
１
９
５
０
年
３
月
16
日
の
東
急
対
西
鉄
戦
で
す
。
両

チ
ー
ム
で
６
本
塁
打
が
乱
舞
し
た
試
合
は
、
21
対
14
の
ビ
ッ
グ
ス
コ
ア
で
西
鉄
が
勝
ち
ま
し
た
が
、

両
チ
ー
ム
合
わ
せ
て
35
得
点
は
今
も
プ
ロ
野
球
最
多
得
点

記
録
と
し
て
残
り
ま
す
。
１
９
５
１
年
10
月
５
日
の
阪
急

対
大
映
戦
で
は
、
大
映
の
４
番
飯
島
滋し

げ

弥や

が
２
本
の
満
塁

弾
を
含
む
３
本
塁
打
。
こ
の
時
に
飯
島
が
挙
げ
た
１
試
合

11
打
点
も
、
い
ま
だ
破
ら
れ
な
い
プ
ロ
野
球
記
録
で
す
。

そ
の
「
狭
さ
」
に
泣
か
さ
れ
た
の
は
、
大
須
球
場
で
プ
ロ

の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
関
根
潤
三
さ
ん
（
91
）
で
す
。

１
９
５
０
年
に
二
リ
ー
グ
分
立
で
誕
生
し
た
近
鉄
に
入
団
し

た
関
根
は
同
年
３
月
15
日
、
開
幕
３
戦
目
の
大
映
戦
の
先

1947年12月の開場式。後方の小さな山は二子山古墳

大須球場で行なわれたパ・リーグ公式戦の入場券
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発
マ
ウ
ン
ド
を

任
さ
れ
ま
す
。

５
回
ま
で
１
失

点
の
好
投
で
し

た
が
、
６
回
に

２
者
連
続
本
塁

打
を
含
む
７
安

打
を
浴
び
８
失

点
Ｋ
Ｏ
。
ス
コ

ア
カ
ー
ド
を
見
る
と
、
打
球
は
と
も
に
膨
ら
み
の
少
な
い
左
中
間
に
飛
び
込
ん
で
い
ま
す
。「
プ
ロ
の
洗
礼
を
浴
び
ま
し
た
。

立
ち
直
る
の
に
１
年
を
要
し
た
と
て
も
記
憶
に
残
る
球
場
で
す
」
と
回
想
。
投
手
で
65
勝
、
打
者
で
１
１
３
７
安
打
を
記

録
し
た
元
祖
二
刀
流
の
脳
裏
に
は
、
今
も
大
須
球
場
が
焼
き
付
い
て
い
ま
す
。

プ
ロ
野
球
の
使
用
球
場
と
い
っ
て
も
開
催
は
年
10
試
合
程
度
。
経
営
は
常
に
赤
字
で
し
た
。
１
９
４
８
年
に
８
試
合

を
行
っ
た
地
元
球
団
の
中
日
も
、
同
年
12
月
に
中
日
ス
タ
ヂ
ア
ム
が
完
成
す
る
と
離
れ
て
行
き
ま
す
。
１
９
４
９
年
は

プ
ロ
野
球
興
行
が
１
試
合
も
な
く
、
バ
イ
ク
レ
ー
ス
や
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
ま
で
開
催
し
て
入
場
料
を
稼
ぎ
ま
す
が
、

借
金
は
か
さ
む
一
方
。
そ
ん
な
折
、
パ
・
リ
ー
グ
の
某
球
団
か
ら
「
準
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
と
し
て
使
用
し
た
い
」
と
の

球場跡地に建てられたフィギュアの聖地・名古屋スポー
ツセンター

1730年頃に設置され、戦禍も逃れた本願寺名古屋別院の
鐘楼

準フランチャイズとして使用される話しが持ち上がり新
設された左翼スタンド
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球跡 7
大須球場

話
し
が
舞
い
込
み
ま
す
。
起
死
回
生
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
す
ま
い
と
三
治
さ
ん
は
、
さ
ら
に
借
金
を
し
て
レ
フ
ト
側
に
外

野
席
を
新
設
し
ま
し
た
。
ネ
ッ
ト
裏
の
最
良
席
が
わ
ず
か
５
段
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
完
成
し
た
外
野
席
は
15
段
を
超
え

て
お
り
意
気
込
み
が
伝
わ
り
ま
す
。
し
か
し
、
様
々
な
事
情
か
ら
準
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
の
話
が
実
現
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

結
局
１
９
５
２
年
限
り
で
閉
鎖
が
決
定
し
、
名
古
屋
の
真
ん
中
に
心
地
よ
い
球
音
が
響
い
た
の
は
わ
ず
か
５
年
間
。

日
本
版
〝 

フ
ィ
ー
ル
ド
・
オ
ブ
・
ド
リ
ー
ム
ス 

〞
で
刻
ま
れ
た
プ
ロ
野
球
史
は
30
試
合
で
し
た
。
跡
地
に
は
地
元
財

界
の
出
資
で
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
が
建
設
さ
れ
、
戦
災
で
離
れ
て
い
た
寺
院
も
戻
り
、
活
動
を
再
開
し
ま
し
た
。
江
戸

時
代
中
期
の
１
７
３
０
年
頃
に
設
置
さ
れ
、
戦
禍
を
逃
れ
、
球
場
建
設
時
に
も
移
転
さ
れ
な
か
っ
た
鐘
楼
が
、
ス
ケ
ー

ト
客
で
に
ぎ
わ
う
街
の
一
角
で
静
か
に
佇
ん
で
い
ま
し
た
。

（
２
０
１
８
年
11
月
16
日
）

調
査
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力
：
高
島
次
郎
さ
ん
、
本
願
寺
名
古
屋
別
院

参
考
文
献
：
中
日
ス
ポ
ー
ツ
（
２
０
０
８
年
３
月
16
日
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）
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